
人口 と 世 帯（1 月1日現在）

人口　464,262人　（＋153）

男　236,213 人　 （＋59 ）

女　228,049 人　 （＋94 ）

世 帯　171,913 世帯 （＋125 ）

66-1111市役所の代表電話は
霞多 ●発行／松戸市 ●編集／広聴部広報課 〒271 松戸市根本387-5

●発行日／毎月５日・20日　Nq823

全国47都道府県の代表が一斉にスタート

(前列中央やや右寄りのゼッ ケン12番が市松１区・高橋君)

都大路で市立松戸高校健闘

都
大
路
に
若
者
た
ち
の
力
強
い
足
音
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

市
立
松
戸
高
校
陸
上
競
技
部
男
子
が
、
昨
年

1
2月
2
6日
に
行
わ
れ
た
第
四
十
四
回
全
国
高
等

学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
千
葉
県
代
表
と
し
て
出

場
。
全
国
大
会
初
出
場
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
豪
相
手
に
十

七
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

午
後
Ｏ
時
3
0分
に
晴
天
の
京
都
、
西
京
極
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
。

予
想
ど
お
り
、
一
区
か
ら
激
し
い
レ
ー
ス
展

開
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
場
四
十
七
校
の
う
ち

序
盤
か
ら
中
盤
に
か
け
て
、
市
松
は
二
十
位
～

二
十
五
位
に
つ
け
、
終
盤
順
位
を
上
げ
る
粘
り

強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。

駅
伝
の
レ
ベ
ル
の
高
い
千
葉
県
で
す
が
、
今

大
会
出
場
七
選
手
の
う
ち
四
選
手
が
二
年
生
で
、

連
続
出
場
が
期
待
さ
れ
る
市
松
陸
上
競
技
部
。

今
年
の
胝
走
の
京
都
に
向
け
て
、
練
習
は
も

う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

心をつないだタスキとともにゴール



一
区

高

橋
　

尚

孝

く
ん

（
二
年
）

スタート の時は緊張しま

した。最初は先頭について

いけたんですが、体が重か

つたです。来年は、この京

都で入賞を目指します。

二
区鈴

木
　
　

均

く
ん

（
三
年
）

もう少し上位を沮えると

思つていましたが、全国の

レペルは高かつたです。

進学をして、これからも

陸上を続けていきます。

三
区安

川
　

友

啓

く
ん

（
三
年
）

かぜで体調をくずしてし

まい、みんなに迷惑をかけ

てしまいました。２年生が

多いので、来年はもつと上

位にいけるでしょう。

四
区

土

屋
　

克

則

く

ん

（
二

年
）

苦しがったが、あきらめ

ないで最後までリラックス

して走れたと思います。

来年に向けて、明日から

また練習します。

五
区

湯

浅
　
　

昇

く
ん

（
二
年
）

区間賞を狙っていました

が、２位でとっても残念で

す。

このくやしさを来年の大

会にぶつけます。

六
区渡

辺

健

太

郎

く
ん

（
二
年
）

１区を走る予定がひざの

けがで急に６区を走ること

になり、コースの下見が不

足でした。来年は質の高い

練習で上位を目指します。

男　子 成　績（ ７区間42.195km)

順位 学　校　名 タ イ ム

１位 仙 台 育 英 （ 宮 城 ） ２時間５分25秒

２位 浜 松 商 業 （ 静 岡 ） ２時間６分37秒

３位 西 脇 工 業 （ 兵 庫 ） ２時間６分43秒

17位 市 立 松 戸 （ 干 葉 ） ２時間９分38秒

七
区

清

水
　

孝

弘

く
ん

（
三
年
）

２人を抜くことができま

したが、自分の走りはでき

ませんでした。

全国大会はレベルも雰囲

気も全然違いました。

キ
ャ
プ
テ

ン

湯

浅
　

龍

雄

く
ん

（
三

年
）

初出場のプレッシャーで

みんな力が出し切れなかっ

たようです。この経験を生

かして、来年も頑張ってく

れるでしょう。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

渡

鍋

美

代

子

さ
ん

（
二

年
）

テレビを見ながら大声援（市立松戸高校で）

こちらに来てから、緊張

をほぐすため、意識的に選

手と冗談を言い合っていま

した。みんな本当にお疲れ

さまでした。

だんだん順位が上がつて

きたんで、次につながるレ

ースができました。市民ぐ

るみの応援、本当にありが

とうございました。

監
督西

田
　

智
昭
先
生

テ

レ

ビ
の

前
に

く
ぎ

づ
け
に

な
っ

て

、

ド
キ

ド
キ
し

な
が

ら

見
て

い

ま
し

た
。

選
手
み

ん

な
が
力

を
出

し

き

っ
て

、
頑

張
っ

て

く
れ
た

の
で

、

う

れ
し

く
な

り
ま
し

た

。

2年
宮崎明子さん(右)

神山千沙さん(左)

ありがとうガンバリ

力
の
限
り
の

市松健児



お近くの支所をご利用ください

市長の窓

市

で
は

、
市

民
の

皆
さ

ん
に
不

便

を
掛

け

な
い
よ

う

に

、
市
内

八
ヵ

所
に

支
所

を
設

け
て
い

ま

す

。

支
所
で

は
下

表
の

業
務

に
つ

い
て

、
市

役
所

と
同

様

に
手

続

き
が
で

き
ま

す
の
で

、

ど

う
ぞ
最

寄
り

の
支

所

を

ご
利
用

く
だ

さ
い

。

ま

た

、
松
戸

駅
と

各
支

所
に

は
、

休
日

や
夜

間
で

も

住

民
票
の

写
し

や
戸

籍
謄
・
抄

本
が

請
求
で

き
る
よ

う
、

休
日
夜
間

申
請
受
付

ボ
ッ

ク
ス

を
設

置
し
て

い
ま

す（

申

請

は
有

料
で

す
）
。

市

民
課

私
の
仕
事
始
め
は
、
元
旦

に
自
宅
に
配
達
さ
れ
る

年
賀

状
を
拝
見
し

、
そ
れ
を
整
理

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

元
旦
に
配
達
さ
れ
る

年
賀

状
は
七
百
通
を
超
え
ま
す
。

二
日
以
降
に
配
達
さ
れ
る
も

の
も
あ
り

、
そ
れ
を
含
め
ま

す
と
、
松
の
内
に
自
宅
に
配

達
さ
れ
る
年
賀
状
は
毎
年
八

百
五
十
通
を
超
え
る
ほ
ど
で

す
。そ

の
ほ
か
に
、市
長
宛
に
市

役
所
に
配
達
さ
れ
る
年
賀
状

も
か
な
り
の
数
に
な
り
ま
す
。

年
賀
状
は
、
お
年
玉
付
き

の
は
が
き
に
よ
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で

す
が
、
普
通
の
は

が
き
、
封
書
や

年
賀
電
報
も

あ
り
ま
す
。

私
は
そ
れ
ら

を
拝
見
し
な

が
ら

、
友
人
・

知
人
関
係
、

各
種
団
体
や

委
員
関
係
、
国

や
県
の
公
務
員
や
市
の
職
員

支所の主な業務

・ 住所 ・戸 籍の 届け 出

・ 住民 票・ 戸籍 謄本 ・抄 本の 写し の交 付

・ED 鑑 登録 ・印 鑑証明 書 の交 付

・国民健康保険・国民年金・小中学校の転編入

学 ・児童 手当 一市民 交 通傷 害保 険 ・し 尿 のく

み取り など の 手続き

・ 固定 資産 税の 課税 証明 ・所 得証明 など の 税証

明 の 交付な ど
休日夜間申請受付ボックス

※
休

日

夜

間

申
請

受

付

ボ
ッ

ク
ス

の

申

請
は

、

本

人

と

同

一
世

帯

に

属

す

る
人

（

戸

籍
の

場

合

は

同

籍
者

）
に

限
り

ま

す

。
出

生

届
’・

婚

姻

届

な

ど
の

戸

籍

や

、
転

出

入

な

ど
の

届

け

出

は

取
り

扱

い

ま
せ

ん

。

関
係
、
学
校
・
教
育
関
係
な

ど
に
分
類
し
て
い
き
ま
す
。

元
旦
は
、
そ
の
た
め
に
半
日

は
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
賀
状
は
、
印
刷
の
も
の

、

筆
や
ペ
ン
に
よ
る
自
筆
の

も

の
、
写
真
を
張
っ
た
り
絵
を

１月４日、 事務始め式であいさつを

する市長

書
い
た
り
し
た

も
の
な
ど
、

皆
さ
ん
の
ご
家
族
の
そ
れ
と

あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い

と
存

じ
ま
す
が
、
拝
見
す
る
私
に

と
っ
て

は
、
懐
か
し
い

楽
し

市役所・支所案内図

小金支所　41-5101

馬橋支所　45-2131

市役所　66 ―1111

例
え

ば
、「
市

長

さ

ん

毎
日

お

忙

し

く
て

大

変
で

す
ね

、

ど

う

ぞ
体
に

気

を
つ

け

て

く

だ

さ

い
」
と

か

、
「
こ

れ
か

ら

も

市

民

の
た

め

に

頑
張

っ

て

私
の
仕
事
始
め

い
一
時
で
も
あ
り
ま

す
。

印
刷
さ
れ
た
年
賀
状
に
、

わ
ざ
わ
ざ
自
筆
で
ひ
と
言
書

き
加
え
た
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

く

だ

さ
い
」
と
か

、
「
早

く

あ

の

仕

事

が
完

成

す
る
こ

と

を

期

待
し

ま

す

」

と
か

、

ま
た

は

ご

自
分

の

近
況

報

告

な

ど

内

容
は

さ

ま

ざ
ま

で

す

が

、

六実支所　85-0113小金原支所　44 ―4151

そ
れ
ら
を
拝
見
し
な
が
ら
、

平
素
市
政
に

対
し
何
か
と
お

世
話
を
い
た
だ
き
な
が
ら
疎

遠
に
し
て

申
し
訳
な
い

、
自

分
は

年
賀
状
を
差
し
上
げ
て

ら
の
も
の
に
接
し
ま
す
と
、

彼
も
ま
だ
元
気
で

活
躍
し
て

い
る
よ
う
だ
、
一
度
会
っ
て

み
た
い
な
、
そ
ん
な
懐
か
し

さ
が
込
み
上

げ
て

き
ま

す
。

宮
間
満
寿
雄

い
た
だ
ろ
う
か
な
ど
と
思
案

し
て
い
ま
す
。

こ

れ
ま
で
全
く
音
信
不
通

で

あ
っ
た
方
や
、
久
し
振
り

に
学
校
時
代
や
昔
の
友
人
か

私
は
こ

れ
ま
で

市
長
と
し

て

、
ま
た
は
個
人
と
し
て

毎

年
か
な
り
の
年
賀
状
を
差
し

上
げ
て
き
ま
し
た

。

し
か
し
、
公
職
選
挙
法
が

東部支所　92-3061矢切支所　62-3181新松戸支所　43-5111改
正

さ
れ
た
関
係
で

、
特
別

な
方
々
を
除
き
、
自
筆
で

な

け
れ
ば
年
賀
状
を
出
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

多
忙
な
毎
日
で

す
か
ら
、

自
筆
の

年
賀
状
は
ほ
と
ん
ど

書
く
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

以

前
は
市
長
か
ら
年
賀
状

が
届
い
て
い
た
の
に
、
最
近

は
来
な
い
な
、
と

思
わ
れ
た

方
々

も
少
な
く
な
い
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

厳
格
に
法
律
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

立
場
に
あ
る

私
で
す
の
で

、
何
と
ぞ
事
情

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
健
康

台
所
洗
剤
と
手
荒
れ

家
庭
の

主
婦
は
日
常
、
水
や

洗
剤
を
使
う
機
会
が
多
く
、
手

指
に
限
局
す
る
湿
疹
様
変
化
、

い
わ
ゆ
る
手
荒
れ
を
経
験
す
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
洗
浄
力
に
優
れ
、
し

か
も
低
刺
激
性
の
台
所
洗
剤
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
冬
に

な
る
と
、
手
荒
れ
に
悩

ま
さ
れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ

れ
を
予
防
す
る
に
は
、
洗

剤
の
性
質
や
使
い

方
を
よ
く
知

る
こ
と

が
必
要
で
し

ょ
う
。

洗
剤
が
皮
膚
に
及
ぼ
す
作
用

台
所
洗
剤
の

主
成
分
は
界
面

活
性
剤
と
い
わ
れ
る
化
学
物
質

で

、
洗
浄
・
乳
化
・
発
泡
・
可

溶
化
・
消
毒
な
ど
多
く
の
性
質

を
持
っ
て

い
ま

す
。
そ
の
た
め

洗
剤
は
皮
膚
を
保
護
す
る
皮
脂

膜
を
取
り
除
く
、
脱
脂
作
用

が

あ
り
ま
す
。
手
掌
は
毛
孔
が
な

い
た
め
皮
脂
が
出
に
く
く
、
一

度
皮
脂
膜
が
除
か
れ
る
と

、
容

易
に
回
復
し
ま
せ
ん
。

ま
た
洗
剤
に
は
、
皮
膚
角
質

層
蛋
白
の

変
性
や
表
皮
細
胞
剥

離
作
用
が
あ
り
、
こ

れ
に
食
器

な
ど
の

外
的
刺
激
が
加
わ
る
と

ひ
び
割
れ
を
起
こ
し

、
つ
い
に

は
手
荒
れ
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
洗
剤
の
改
良
で
確
か

に
手
荒
れ
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
使
用
量
に
問
題
が

あ
り
ま
す
。
食
器
を
洗
う
主
婦

に
な
ぜ
片
手
に

手
荒
れ
が
多
い

か
と
い
え
ば
、
利
き
手
に
ス
ポ

ン

ジ
を
持
ち
、
そ
れ
に
原
液
を

か
け
て
洗
う
か
ら
で
し
ょ
う
。

台
所
洗
剤
の

適
正
濃
度
は
せ

い

ぜ
い

Ｉ
％
ぐ
ら
い
で

す
が
、

ス
ポ
ン
ジ
に

直
接
か
け
る
と

、

水
が
入
っ
て
も
一
〇
％
～
二

〇
％

の
高
濃
度
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
安
全
な
方
法
は

洗
い

桶
の
水
に
規
定
量
の
洗
剤
を
入

れ
、
そ
の
中
に
つ
け
置
き
、
ス

ポ
ン

ジ
で
洗
う
こ

と
で

す
。

さ
ら
に
湯
沸
か
し
器
の
普
及

で
お
湯
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も

、
手
荒
れ
を
悪
く
す
る

一
因
で
し
ょ
う
。
適
正
濃
度
の

洗
剤
で
も
四
〇

度
く
ら
い
の
お

湯
で
使
え
ば
、
手
に
対
す
る
脱

脂
作
用
は
一
層
強
く
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
水
か
ぬ
る
ま
湯
で

洗
剤
を
使
う
方
が
、
良
い
で
し

ょ
う
。
食
器
な
ど
は
た
め
洗
い

し
、
長
時
間
洗
剤
に
接
触
し
な

い
よ

う
な
工
夫
を
し
ま
す
。

手
の
ス
キ
ン
ケ
ア

洗
剤
は
脱
脂
力
、
す
な
わ
ち

洗
浄
力

が
十
分
あ
っ
て
蛋
白
変

性
力
の
弱
い
も
の

を
選
べ
ば
、

汚

れ
は
よ
く
落
ち
て

、
手
荒
れ

も
少
な
く
な
り
ま

す
。

水
仕
事
の
前
後
に
、
油
性
の

ク
リ

ー
ム
を
こ
ま
め
に
塗
る
こ

と
が
、
皮
膚
の

角
質
層
の

障
害

を
減
少
さ
せ

、
手
荒
れ
の

予
防

に
は
有
効
で
あ
り
、
進
行

を
防

ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
手
の

湿
疹
様
変
化
は
、
進
行

す
る
と

治
り
に
く
い
の
で
、
予
防
が
大

切
で
す
。
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

上
手
な
洗
剤
の
使
い
方

193

常盤平支所　87-2131

各種証明書の交付や印鑑登録などは



美しい時間の中で
作　詩　荒木忠雄

詩補作　峯　　陽

作　曲　小休秀雄

美
し

い
時
間
の
中
で

風
の
言
葉
が
と
ど

い
て
い
ま
す
か

花
の
願

い
が
と
き
め

い
て

い
ま
す
か

川
辺

に
は
木

々
が
寄
り
そ

い

夢
を
や
さ
し
く
育
く
ん
で

涙
が
笑
顔
に
変
る
ま
ち

こ
の
ま
ち

が
好
き
　
松
戸
が
好
き

こ
の
ま
ち

が
好
き
　
な
に
よ
り
も
好
き

美
し
い
時
間
の
中
で

こ
の
美
し

い
時
間
の
中
で

星
の
合
図
を
見
つ
め
て

い
ま
す
か

雨
の
思
い
を
抱
き
し
め
て

い
ま

す
か

移
り
行

く
日
々
の
歴
史
に

今
日
の
証
し
を
書
き
そ
え
て

心
の
歌
が
ひ
び
く
ま
ち

こ
の
ま
ち
が
好
き
　
松
戸

が
好
き

こ
の
ま
ち
が
好
き
　

な
に
よ
り
も
好

き

美
し
い
時
間
の
中
で

こ
の
美
し

い
時
間
の
中
で

空
の
青

さ
を
お
ぽ
え
て
い
ま
す
か

雲
の
流

れ
を
追
い
か
け
て

い
ま
す
か

ば
ら
色
の
光

ゆ
た
か
に

明
日
を
求
め
て
伸
び
て
行
く

み

ど
り
が
大
地

に
萌
え

る
ま
ち

こ
の
ま
ち

が
好
き
　
松
戸
が
好
き

こ
の
ま
ち

が
好
き
　
な
に
よ
り
も
好
き

美
し

い
時
間
の
中
で

こ
の
美
し
い
時
間
の
中
で

プ

シ

ョ
ン

ホ
ー
ル

対
象
…
白
本
人
＝
財
松
戸
市

国

際

交
流

協

会

会

員
、

外

国
人

＝

市

内
に

在

住

・

在

学
・

在

勤

の

人

ま

た
は

、

協

会
会

員

の

紹

介
が

あ

る
人

費
用
…
日
本
人
千
円
、
外
国

人

無

料

費

用

を

添

え
て

直
接

協

会

へ

※
持

参
で

き
な

い

人
は

電
話

で

ご
相

談

く

だ

さ
い

。

財
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市

役

所
新

館

五

階

）

公

正

取

引

委

員

会

消

費

者

モ
ニ

タ

ー

の

募

集

資
格
二
十
歳
以
上
の
人
　

任

期
４
月
か
ら
７
年
３
月
末
ま
で

の
一

年
　
謝
礼
年
一
万
二
千
円

１
月
3
1
日
(
月
)
ま
で
松
戸
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
　
6
6
-
7

3
2
9

番
）
で
配
布
し
て
い
る

申
込
書
で

水

道

モ

ニ

タ

ー

募

集

対
象
県
営
水
道
を
使
用
し
て

い
る
二
十
歳
以
上
の
人
　

募
集

人
員
五
十
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
）
　

期
間
４
月
～
７

年
３
月
　
内
容
懇
談
会
、
施
設

見
学
会
へ
の
参
加
、
ア
ン
ケ
ー

ト

ー
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
な
ど

謝
礼
年
一
万
円
（
予
定
）

２
月
2
8
日
(
月
)
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
水

道
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と

（
二
百
字
程
度
）
を
記
入
し

、
〒

2
6
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
－

九

１
一
千
葉
県
水
道
局
管
理
部
総

務
企
画
課
広
報
班
(
　
0
4
3
－
2
2
3

－
4
5
0
0

番
）
へ

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

作

品

募

集

テ

ー
マ
「
水
の
大
切
さ
・
水

の
有
効
利
用
」
を
訴
え
る
も
の

規
格
ポ
ス
タ
ー
＝
Ｂ
３
判

（
三

十
六
㌢
×
五
十
一
㌢
）
イ
ラ
ス

ト
・
版
画
も
可

。
標
語
＝
官
製

ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
点
　
対
象
県

内
在
住
者

２
月
2
8
日
(
月
)
必
着
で
、
応
募

作
品
に
学
校
名
・
学
年
ま
た
は

職
業
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
6
0

千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
ｉ
九
－

一
千
葉
県
水
道
局
管
理
部
総
務

企
画
課
広
報
班
(
　
0
4
3
－
2
2
3
－

4
5
0
0

番
）
へ

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
。
入

賞
者
は
６
月
１
日
(
水
)
の
「
県

水
だ
よ
り
」で

発
表
し
ま
す
。

市

職

員

募

集

職
種
作
業
員
・
用
務
員
・
調

理
員
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
寮

母
　

募
集
人
員
各
若
干
名
　

資

格
昭
和
2
8年
４

月
２
日
以

降
に

生
ま
れ
た
人
　

受
付
期
間
１

月

2
6
日
(
水
)
ま
で

人

事
課
人
事
係

里

親

を

募

集

し

て

い

ま

す

今

年
は

国

際

家

族
年
で

す
。

家
庭

環

境
に

恵

ま

れ
な

い
子

ど

も
を

、

実
の

親

に

代
わ

っ
て

一

定
の

期

間

養
育

し
て

い

た

だ
け

る

、
里

親

を
募

集

し
て

い

ま

す

。

柏
児

童

相

談
所
　
0
4
7
1

－
3
1
－
7
1
7
5

番

外

国

人

に

よ

る
日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

出

場

者

募

集

２
月
2
6
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分

～
４

時
　

会
場
市
民
劇
場
　

資

格
市
内
お
よ

び
近
郊
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
し
て
い
て

①
両
親

と
も
日
本
国
籍
を
持
だ
な
い
②

在
日

期
間
が
通
算
五
年
未
満

③

十
五

歳
以
上
④
当
コ
ン
テ
ス
ト

で

入
賞
経
験
の
な
い
人
　

費
用

無
料

財
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

（
市
役
所
新
館
五
階
）

千

葉

県

生

涯

大

学

校

学

生

を

募

集

対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人
　

募
集
定
員
福
祉
科
七

十
人

、
生
活
科
三
十
人
、
園
芸

科
七
十
人
　

学
園
東
葛
飾
学
園

（
浅
間
台
校
舎
・
松
戸
市
上
矢
切

二
九
九
－

一
総
合
福
祉
会
館
内
）

費
用
無
料
（
実
習
費
の
負
担
あ

り
）
　
募
集
期
間
２
月
１
日
(
火
)

～
1
8
日
(
金
)
　
入
学
案
内
配
布
揚

所
市
な
が
い

き
課
・
各
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
東
葛
飾
支
庁
社

会
福
祉
課

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

0
4
3
－
2
6
6
－
4
7
0
5

番

市

制
施
行

五
十

周
年

を
記

念
し
て
つ

く
ら

れ
た
新
し

い
松

戸
市

民
の
歌
「

美
し

い

時
間
の

中
で

」
が

、
1
2
月
2
3

日

に
森
の

ホ
ー
ル
2
1
で

行

わ
れ
た
エ

ン

デ
ィ
ン

グ
セ
レ

モ
ニ

ー
コ

ン

サ

ー
ト
で

市
民

の
皆

さ
ん
に

紹

介
さ

れ
ま

し
た

。

松
戸
市
民
の
歌
が
で
き
ま
し

た
。

「
美
し
い
時
間
の
中
で

」と
題

す
る
こ
の
歌
は

、
公
募
に
よ
り

選
ば
れ
た
荒
木
忠
雄
さ
ん

（
松

戸
）
の
詩
を
、
作
詞
家
の

峯
陽

氏
が
補
作
し

、
作
曲
家
で
聖
徳

大
学
短
期
大
学
部
教
授
の
小
林

秀
雄
氏
が
作
曲
し
ま
し
た
。

「
美
し
い
時
間
の
中
で

」は
、

先
月
2
3日
に
森
の
ホ
ー
ル
2
1で

行
わ
れ
た
、
五
十
周
年
記
念
事

子どもたちも 参加してミュ ージカルも演じられまし た

業
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で

発
表
さ
れ

ま
し
た
。

明
る
く
軽
快
な
曲
で

、
発
表

会
場
で
も
「
覚
え
や
す
い
」
、

「
歌
い
や
す
い
」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
、

永
く
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い

く
こ

と
で
し
ょ
う
。

総
務
部
庶
務
課
五
十
周
年
準

備
室

新松戸

花 田 扶弘 美さん

(右)

紗 也 子さん

(左)

と
て
も
す
て
き
な
歌
で
す
ね
。
メ
ロ
デ
ィ

ー
も
親
し
み
や
す
い
で
す
し
、
思
わ
ず
口
ず

さ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ

と
大
勢
の
人

に
愛
さ
れ
る
歌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

財
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
は
、

平
成
２
年
３

月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
日

本
人
会
員
は
約

四
百
人
（
団
体
も
含
む
）
、
外
国

人
会
員
は
約
二
百
人
で

す
。

協
会
で
は
、
市
民
と
市
内
に

住
ん
で
い
る
外
国
人
と
の
相
互

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
各
種

外
国
語
講
座
や
交
流
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
通
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
家
庭
の
登
録
制
度
も

あ
り
ま
す
。

市
内
在
住
の
外
国
の
人
た
ち

と
市
民

が
集
い
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
す
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
・
＝
２
月
５
日
(
土
)
午
後
１

時
～
３
時
3
0分

会
場
…
森
の
ホ
ー
ル
2
1レ
セ

相
互
の
理
解
を
深
め
友
好
を

松
戸
市
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集

外
国
人
と
の
交
流
会

会
員
に

な
れ
る
の
は
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
か
、
通
勤
・
通

学
し
て
い

る
人
で

す
。

費
用
（
年
会
費
）
…
一
般
三
千

円
、
学
生
千
円
、
団
体
五
千
円
、

法
人
一
万
円

作

詩
　
　荒

木

忠

雄

詩
補
作
　

峯
　
　

陽

作

曲
　
　小

林

秀

雄

市制施行50周年記念｢松戸市民の歌｣

市民の歌ができました



平成６年度

市

・
県
民
税

の
申

告
は

２
／
1
6
(
水
)
～
３
／
1
5
(
火
)
の
間
に

市税は皆さんのくらし を支えま す(３歳児歯科健診･中央保健センタ ー)

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
＝・
平
成
６

年
１
月
１
日
現
在

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
５

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
や
退

職
し
た
人
な
ど

※
所
得
が
な
く
、
だ
れ
の
扶
養

に
も
な
っ
て
い
な
い
人
も
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し

な
い
と

、
各
種
手
続
き
に
必

要
な
証
明
書
等
の

交
付

が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
し
な

く
て
も
よ
い
人
＝・

給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
役
所

に
提
出
さ
れ
、
住
民
税
が
天

引

き
さ
れ
る
人
（
勤
務
先
で
確
認

し
て

く
だ
さ
い
）
。

所
得
税
の

確
定
申
告
を
提
出
す
る
人

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二

十
万
円
以
下
の
人
は
、
確
定

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
・
県
民
税
の

申
告
は

市立中部小・小金小付属

幼稚園児を再募集
中
部
小
・
小
金
小
付
属
幼
稚

園
と
も
定
数
に
余
裕
が
あ
る
た

め
、
再
募
集
し
ま
す
。

入
園
資
格
市
内
に
住
所
を
有

す
る
、
昭
和
6
3年
４
月
２
日

～

平
成
元

年
４

月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
幼
児
　

受
付
場
所
各
幼

稚
園
　
必
要
な
書
類
該
当
す
る

幼
児
の
住
民
票
一
通
と
印
鑑

費
用
入
園
料
・
帽
子
・
ス
モ
ッ

ク
・
上
履
き
な
ど
一
万

五
千
円

程
度
。
ほ
か
に

毎
月
の
保
育
料

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
・
給
食
費
・
絵

本
代
な
ど
一
万
円
程
度

学
務
課
学
務
係
　
6
6－
7
4

5
7
番

、
中
部
小
付
属
幼

稚
園

6
3－
2
5
6
9

番
、
小
金
小

付
属
幼
稚
園

｀
　
4
1
－
2
0
0
3

番

元気に遊ぶ子どもたち

必
要
で

す

。

申

告
に

必

要

な
一

類

…

①

収

支
の

分

か

る

帳
簿

②
源

泉

徴

収

票

・
給

与

明

細
書

・

支

払

調

書

な
ど

③
平

成
５

年
中

に

支

払

っ

た
健

康

保

険
料

・

国

民

年

金

保

険

料
・

生

命

保
険

料

・
損

害
保

険
料

・

医

療
費

な

ど

の

領

収
書

ま
た

は

証

明
書

④
印

鑑

⑤
配

偶

者
の

収
入

が
分

か

る

も
の

受
付
日
時
…
２
月
1
6
日
水
～

手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は

、

次
に
該
当
す
る
十
八
歳
未
満
の

児
童
（
障
害
児
は
二
十
歳
未
満
）

を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

養
育
者
で

す
。

罔
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童
㈲
父
が
死
亡
し
た
児
童
㈲

父
が
重
度
の

障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
一
級
程
度
）
に

あ

る
児
童
で

、
公
的
年
金
の
加

算

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童
向

父
の
生
死

が
明
ら
か
で

な
い
児

童
困
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い

る
児
童
㈹
父
が
法
令
に

よ
り
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

３
月
1
5
日
火
、
午
前
８
時
3
0
分

～

午

後
５

時
（
閉

庁

日

は
除

く

）

揚
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会

議
室

・

各

支

所

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付

け

ま

す

。

※
期

間
中

は

駐

車
場

が

大

変
混

雑
し

ま

す

の
で

、
車
で

の

来

庁
は

ご
遠

慮

く

だ
さ

い

。

市

民
税

課

る
児
童
ト
未
婚
の
子
で
父
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
な
い
児
童
チ
父

母
と
も
不
明
の
児
童

以
上
の
条
件
に
当
て
は
ま
っ

て
い
て

も
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

①
対
象
児
童
が
母
の
配
偶
者

（
内
縁
関
係
等
を
含
む
）
に
養

育
さ
れ
て
い
る
②
対
象
児
童
や

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
母
ま

た
は
養
育
者
が
、公

的
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
を
受
け

ら
れ
る
場
合

ま
た
、
一
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
、
手
当
の

支
給
が

制
限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と

2/1 ～６/29

床下薬剤を散布します

が
あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
８
月
１
日
以

降
に

支
給
要
件
に
該
当
し
た
人
に

つ
い
て

は

、
該
当
し
た
日
か

ら
五

年
以
上
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
を
除
き

、
認
定
請
求
で
き

ま
せ
ん
。

援
護
課
援
護
係

床
下
薬
剤
の
散
布
を
、
２
月

１
日
か
ら
６
月
2
9日
ま
で
の
予

定
で
行
い
ま
す
（
日
程
は
順
次

広
報
ま
つ
ど
に
掲
載
し
ま
す
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭

に
伺
い

、
床
下

や
畳
に
発
生
し

や
す
い
ノ
ミ
・
ダ
ニ
な
ど
の
発

平成６年床下薬剤散布日程表（）は午後に実施

生
を
防
ぐ
薬
剤
を
床
下

の
通
風

口
か
ら
散
布
し
ま
す
。

※
雨
で
中
止
の
場
合
は
全
日

程

終
了

後
に
実
施
し
ま
す
。
延

期
分
の
日

程
に
つ
い
て

も
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
活

環
詭
課
環
境

衛
生
係

日 程 散 布 町 会 ・ 自 治 会

2/1 火 根本第１･第２･第３･第４･第５･第６･第８･(古ヶ崎東)

２水 南花島

３木 竹ヶ花第1第２･第３･小根本･１丁目向山下･根本あづま

４金 胡録台第１･第２･第３･第か 第５･胡録台高見

７(月) 松戸新田第５･第６･寒風台･（ さつき会）

８(火)松戸新田第１・松戸新田東

９

水

上本郷第３

10

木

上本郷第２

14(月〉上本郷第１

15(火)緑ヶ丘第１・第２・胡録台大畑

1

6水

松戸新田第４・仲井町

17木 上本郷松郷・河原塚南・（河原塚南山）

18

金

稔台第1・第３・第４(八柱）

21(月)稔台第２・第５・第10 ・ 稔台南(稔台第7）

22(火〉稔台第８・第９・（稔台第６）

23水 栄町7丁目・８丁目

24木 栄町３丁目・４丁目・５丁目

25金 栄町１丁目・２丁目・相模台
28月 栄町６丁目・古ヶ崎本田第３

全国交通安全年間スローガン

新
し
く
主
任
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

新
し

く
設
け
ら
れ
た
主
任
児

童
委
員
は
、
民
生
委
員
兼
児
童

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
重

石

、

従
来
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
よ
う
に
個
別
の
担
当
区
域
は

持
た
ず
に
、
地
区
の
児
童
福
祉

分
野
を
専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

▽
松
戸
地
区
…
小
貫
安
津
子

・
吉
坂
幸
子
▽
明
第
一
地
区
…

鹿
島
治
子
・
藤
田
百
合
子
▽
明

第
二
地
区
…
麸
澤
光
夫
・
大
津

壽
子
▽
明
第
三
地
区
…
山
口
美

枝
・
武
井
芳
子
▽
明
第
四
地
区

…
大
川
悦
子
・
友
田
輝
子
▽
矢

切
地
区
…
高
橋
貴
美
子
・
齊
藤

な
か
子
▽
東
部
地
区
…
服
部
紀

子
・
田
邉
治
代
▽
馬
橋
地
区
…

飯
嶋
法
子
・
伊
東
則
子
▽
新
松

戸
第
一
地
区
…
嶋
野
幸
子
▽
新

松
戸
第
二
地
区
…
草
皆
は
つ
代

・
田
中
富
美
子
▽
高
木
地
区
…

こども部門

とびだす子　はしるくるまが

かみつくぞ

今年も１年間、シートベルトを締

めて安全運転を心掛けましょう。

林
綾
子
・
高
木
泰
子
▽
常
盤
平

地
区
…
佐
藤
邦
江
・
杉
野
は
る

み
▽
常
盤
平
団
地
地
区
…
高
橋

厚
子
▽
五
香
地
区
…
村
田
英
子

・
田
中
和
子
▽
六
実
地
区
…
鈴

木
信
子
・
廣
長
純
子
▽
小
金
北

部
地
区
…
谷
山
弘
子
▽
小
金
南

部
地
区
…
下
久
保
俊
・
小
森

靖
子
▽
小
金
原
地
区
…
忍
足
賢

司
・

藤
津
進
三
　
　
（
敬
称
略
）

援
護
課
社
会
係

平

成

６

年

度

保

育

所
（

園

）
へ

の

入

所

申

請

受

け
付

け
中

受
付
期
限
１
月
2
8
日
金
　
受

付

場

所

保

育
所

課
　

申
請

書

の

配

布

保

育
所

課

お

よ

び

各
保

育

所
（
園

）
で
　

入

所

の

決

定
３

月

中

旬

に

通

知

保
育

所

課

措
置

係

小

・

中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

今
春
４
月
、
市
立
小
・
中
学

校
へ

、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
千
七
百

人
が
入

学
す
る
予
定
で
す
。

入
学
通
知
書
は
、
１
月
下
旬

に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
該

当
す
る
お
子

さ
ん
が
い
て

、
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

学
務
課
学
務
係
　
6
6
-
7
4

5
7
番

1
2月

定

例

市

議

会

終

わ

る

松
戸
市
議
会
1
2月
定
例
会
が
、

1
2月
９
日
か
ら
2
1日
ま
で

開
催

さ
れ
ま
し
た
。

松
戸
市
行
政

組
織
条
例
の
一

部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
な

ど
、
四
件
の

条
例
が
制
定
さ
れ
、

財
産
の
取
得
（
東
部
小
学
校
用

地
）
と
市
道
路
線
の
認
定
が
、

各
一
件
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

償

却

資

産

の

申

告

は
１

月

3
1日

ま

で

に

１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
事

業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は

、
早

め
に
資
産
税
課
税
課
ま
で

申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
事
由
が
な
く
申
告
し

な
か

っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
過
料
を
科
さ
れ

た
り
、
不
利
益
な
扱
い
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

利

用

受

け

付

け

と

説

明

会
１
月
2
4
日
月
午
後
６
時
3
0
分

か
ら
　

会
揚
松
戸
市
教
育
委
員

会
（
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
）
六

階
会
議
室
　
持
ち
物
筆
記
用
具

・
印
鑑

※
４

月
２
日
～
６

月
末
の
展
示

の
利
用
を
受
け
付
け
ま
す
。

空
き
が
あ
る
場
合
は
、
１
月

2
6
日
水
か
ら
社
会
教
育
課
で

電
話
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
成
人
教
育
係
　

6
6
－
7
4
6
2
番

中

小

企

業

融

資

制

度

の

貸

出

金

利

が

下

が
り

ま

し

た

１

月
４
日
受
け
付
け
分
か
ら
、

市
の

融
資
の
貸
出
金
利
を
左
表

の
と
お
り
引
き
下

げ
ま
し
た
。

変 更 前 変 更 後

１年以内 年4.7% 年4.29％

１年超５年以内 年5.0％ 年4.5％

５年超7年以内 年5.2％ 年4.7%

7年超 年5.4% 年4.9％

商
工
課
振
興
係

児童扶養手当

該当する人は
申請を

運転者部門 ’

事故は瞬間　ベルト は習慣

歩行者・自転車利用者部門

止まるはず　老いの甘えが

招＜事故

平成６年

高

等

学

校

入

学

資

金

貸

付

金

を

受

け

付

け
中

対
象
今
春
、
高
校
（
高
等
専

門
学
校

を
含
む
）
へ
入

学
す
る

生
徒
が
い
て
、
経
済
的
理

由
で

入
学
困
難
な
生
徒
の
保
護

者

貸
付
限
度
額
三
十
万
円
以
内

資
格
①
成
績
良
好
、
品
行

方
正

で
出
身
中
学
校
長
が
推
薦
し
た

健
康
な
生
徒
②
保
護
者
が
引
き

続
き
一
年
以
上
市
内
に
居
住
し

て
い
る
③
市
内
に
居
住
す
る
連

帯
保
証
人
が
い
る
　

受
付
１
月

2
5
日
火
ま
で
（
閉
庁
日
を
除
く
）

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５

時

援
護
課
援
護
係



情

市
民

大
学
講
座

「
地
球
環

境
が
危
な

い
」

日時 会場 内容・講師

２／８火
午
前
0
時
～
正
午

市

民

劇

場

酸性雨について

干葉県環境研究所 押尾敏夫氏

15 火
海洋汚染と暮らしと水について
千葉県水質保全研究所 小川カホル氏

22火
異常気象について

干葉敬愛短期大学教授 中村圭三氏

費用…無料　社会教育課成人教育係　66-7462番

商
店

街
近
代
化

講
習
会

女

性

セ

ミ

ナ

ー

「
女

性

の

視

点

で

ま

ち

づ

く

り

」

１
月
2
9
日
土
、
２
月
５
日
土

午
後
１

時
3
0分
～
４

時
　
会
場

婦
人
会
館
　
内
容
生
き
る
場
の

女
性
学
（
2
9日
）
、
ま
ち

づ
く
り

へ
の
参
画
（
５
日
）
　
講
師
長
岡

短
期
大
学
教
授
・
金
井

淑
子
氏

対
象
市
内
在
住
在
勤
の
女
性
・

先
着
六
十
人

※
手
話
通
訳
・
保
育
（
二
歳
以

占

有
り
ま

す
（
要
予
約
）
。

電
話
で
女
性
課
　
6
2－
5
6

9
5
番
へ

日程 会場

1/26水
稔台市民セン

ター

2/1火 古ヶ崎市民セ

ンター

4金
二十世紀が丘
市民センター

８火 婦人会館

15(火)
松飛台市民セ

ンター

17木
小金市民セン

ター

21(月)
常盤平市民セ

ンター
3/2水

馬橋東市民セ
ンター

4金
新松戸市民セ

ンター

時間…午後７時30分

～８時50分

内

容

「

商

店
街

活

性
化

へ

の

道
」
　
講
師

中

小
企

業

診

断
士
・

大

橋
唯

男

氏
　

対

象

商

店
経

営

者
　

費
用
無
料

商
工
課
振
興
係

初春の風を切って・七 草

マラソン（１月 ９日 ）

食生活講座

日　時 会場 内　　容

1 /25(火)A

小
金
保
健
セ
ン

タ
｜

健康と食生活について

(講話)

２／１(火)B
あなたの食事量は大丈夫？

自分の適量を知ろう(講話)

主婦の1 食分(調理実習)

８(火)A
健康づくりと 運動

手 軽にできる 運動（ 運動

実技）

15(
火) B

成人病を予防しよう
野菜をいっぱい食べよう

22(火)

年代別食 事のとり 方

カルシウ ムを 上手にとろ

う

母

親

教

室

１
月
3
0
日
日
午
前
1
0
時
3
0
分

～
正

午
　

会
場

小

金

原
市

民

セ

ン

タ
ー
　

内
容

門

倉
和
子

氏
「
子

供

の

目
輝

い

て
い

ま

す
か

」

費

用
テ

キ

ス

ト

代

三
百

円

倫
理

研

究

所

東

葛

支
所

・

山

村
　
0
4
7
1
－
5
9
－
0
3
9

３

番

講
座
・
講
演

図

書

館
市

民

講
座
　

文

京
・

文

豪

の

ま

ち

文

学

散

歩

１
月
2
9
日
土
午
前
９
時
3
0
分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集

合
、
午
後
２

時
3
0分
現
地
解
散

コ

ー
ス
文
京
区
本
郷
周
辺
の
文

学
遺
跡
…
高
村
光
太
郎
旧
居
跡

上

鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
～
夏

目
漱
石
旧
居
跡
～
東
大
三
四
郎

池
～
樋
口
一
葉
桜
木
の
宿
跡
～

徳
田

秋
声
旧
宅
～
石
川
啄
木
旧

居
跡
な
ど
歩
程
約
三
時
間
　
定

員
三
十
人
（
抽
選
）
費
用
交
通

費
の
み
実
費

１
月
2
3日

収
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
二
枚
二
人

ま
で
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
番
号

を
記
入
の
う
え

、
〒
2
7
1
松
戸
市

松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館
本

館
(
0
6
5－
5
1
1
5

番
）
へ

ぼ
け

老
人

と
は
？
　

そ
の

お
せ

わ
の
仕
方

教
室

日　 時 内　　 容

2/3木

午後１時30分
～３時30分

･講話｢ぼけ老人をかかえる家族｣ぼけの老人をかかえる家族の会　千葉県支
部世話人代表　永島光枝氏

10木
・講演「ぼけの医学」

木野崎病院　院長 笠原俊彦氏

17木
午前10時
～11時30分

・施設見学
特別養護老人ホーム「松寿園」

24木 午後１時30分

～３時30分

・講演「問題行動への対応」

千葉大学教授　齊藤和子氏

会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー

対

象
痴
呆

老

人
を

抱
え

た

家

族
・
関
心
の

あ
る
人
　

定
員
先

着
三
十
五
人

電
話
で

健
康
管
理
課
保
健
計

画
係
　
6
6－
7
4
8
6

番
へ

費 用…無料　 定員…先羞30人

※時間は、A＝午前10時～正午

B＝午前10時～午後１時30分
電話で小金保 健センター　46 －5601 番へ

健

康

づ

く

り

実

践

講

座

２
月
1
0
日
木
午
前
1
0
時
～
正

午
　

会
場
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

内
容
女
性
の
尿
失

禁
　
講
師
日

本
コ
ン
チ
ネ
ン
ス

ー
セ
ン

タ
ー

事
務
局
長
・
山
口
真
由
美
氏

対
象
女
性
　

持
ち
物
筆
記
用
具
、

バ
ス

タ
オ
ル

、
ズ
ボ
ン
着
用

費
用

無
料
　

定
員
先
着
八
十
人

１
月
2
0
日
木
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

6
5－
5
5
8
8

番
へ

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

１
月
2
5
日
火
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　

会
場
市
民
劇
場

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

杠
会
教
育
課
市
民
文
化

係

森のホール21
公演案内

は
つ
ら
つ
ス
タ

ジ
オ
5
0
5
（
公
開
録

音
)
　
２
月
2
5
日

金
午
後
6
時
開
演

大
ホ

ー
ル
　

無
料

瀬
川

瑛
子
・
渥
美

二
郎
・
山
川
豊
ほ

か
出
演

２

月
８
日
㈹
必

着
で
、
往
復
ハ
ガ

キ
(
一
枚
一
人
）
に
住
所
・
氏

名
・
電

話

番

号

を
記

入
し

て

、

〒
2
6
0千

葉
市

中

央
区

中

央
四

－

一
四
－

一

四
Ｎ

Ｈ

Ｋ

千

葉

放

送

局

「
は
つ

ら
つ

ス

タ

ジ

オ
5
0
5
」
係
（
　
0
4
3
－
2
2
7
-
7
3

1
2

番

）
へ

保
健
衛
生

乳がん検診

日　時 会　　場 対象 費用

1/20

木

午後
2
時
～
2
時
3
0
分
受
け
付
け

中央保健センター

市内在
住の三
十歳以
上の女
性（今
年度、
市内の
受託医
療機関
で受診
した人
は受け
られま
せん）

百円
（
生活
保護
世帯
・市
民税
課税
世帯
・老
人医
療対
象者
は無
料）

25(火)

27木 小金保健センター

2/1 火

常盤平市民センター

３

木

８(火) 小金原市民センター

1

0木

新松戸市民センター

17木 中央保健センター

酣健康管理課業務係S66-7487 番
※申し込みは不要です

ん
で
受
診
し
て
い
な
い
人
は

問
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
受
診
日

の
前
日
、
夜
９

時
以

降
は
一
切
の
飲
食
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
（
水
・
た
ば
こ

を
含
む
）
。

健
康
管
理
課
業
務
係
　
6
6－

7
4
8
7

番

１
月
2
8
日
金
・
3
1
日
月
、
男

性
＝

午
前
９

時
1
0分
～
９

時
2
0

分
、
女
性
＝

午
前
９
時
2
0分
～

1
0時
3
0分
の
間
に
受
け
付
け

会
場
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
　
対

象
市
内
に
住
ん
で
い
る
四
十
歳

以
上
の
人
　

費
用
五
百
円
（
生

活
保
護
世
帯
・
老
人
医
療
受
給

者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

料
）
　
・、。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
平
成
５

年
度
に
申
し
込

プ

リ

ン

セ

ス

プ

リ

ン

セ

ス

コ

ン

サ

ー

ト
　

４

月

1
2
日
火
午
後
6
時
3
0
分
開
演

大
ホ

ー
ル
　

全

席
四

千

六

百

三
十
五
円
〔
２
月
６
日
日
午

前
1
0時
か

ら
森
の

ホ

ー
ル
2
1・

チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
・
チ
ケ
ッ

ト

ぴ

あ
で

発
売

〕

一
文

化

振

興

財
団
　
8
4
－
5

0
5
0

番

松

戸

混

声

合

唱
団

創

立

記

念

演

奏

会

「

ヴ

ェ

ル

デ

ィ

ー
レ

ク

イ

エ

ム
」

１

月
2
3日
照
午
後
２

時
開

演
　
大
ホ
ー
ル

一
朝
倉
音
4
3－
0
5
7
3

番

花嫁衣装を着たら

泣いてしまいました。

２
月
は
成
人
病
予
防
月
間
で
す

成
人
病
予

防
月
間
事

業

愛

の

献

血

１
月
2
1
日
金
午
前
1
0
時
～
午

後
４

時
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸

店

前
　
主
催
松
戸
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ健
康
管
理
課
業
務
係

就職の際に思い切って妻帯者用の寮をお願

いしました。彼女にそのことを伝えると、驚

きながらも快くＯＫしてくれました。

※
こ
の

欄
に

登
場
し
て
く
だ

さ
る
カ
ッ

プ
ル

を
募
集
し

て
い
ま

す
。
　

広
報
課

胃
が
ん
検
診
を
追
加
実
施

三矢小台小暮　常一さん　安芸子さん

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市の主催です。

報

行事名 日　時 会場 内　　　容 対　象

基 調 講 演 会

２／１火

午後１時30分

～３時30分

市民
劇場

成人病予備 軍の子どもたち～ 子ど

もたち が危ない ～( 手話通訳あり)

東京女 子医科 大学第２病院

小児科 教授　 村田光範氏

一般市民

,糖 尿 病 教 室

２／３(木 午
後
１
時

～３
時

30
分

婦
人
会
館

糖尿病は万 病のもと

・糖尿病の 成因と 誘因

検査と 治療 一合併 症

市立病 院内 科部長　 松島保久氏

・運動療法

健康増進センタ ー運動指導員

中村健二氏

糖尿病患者
とその家族
定員50人

２／４金
・映画「五月 の子守歌」

・食事療法

市立病 院管 理栄養士　 長田正明氏

現代医学講座
2/21(月)･
午前10時～正午

中
央
保
健
セ
ン
タ

ー

○型肝炎とインタ ーフェロ ン療 法

市立病院消化器 科部長

平井康夫氏

看護・介護
関係者

心臓病

予 防 教 室

2/23水

午後１時
～３時30分

血圧と心臓病

～血圧管 理に油断は禁物～

市立病院循 環器科部長

村山　 絋氏

高血圧・高

脂血症患者

とその家族
定員50人

展 示と 相 談

2/1火～28(月)

午前８時30分～
午後５時

市役所
一階連
絡通路

「若年層の成人 病」 につい てのパ

ネル展示と相談受け 付け
一般市民

問 い 合わ せ
健康管理課保健計画係　66-7486番　※糖尿病教室・心臓病教室は申し

込 みが必要です。電 話で 健康管理課保健計画係 へ



催
し

物

松

戸

ス

ウ

ィ

ン

グ

セ

ピ

ア

フ

ァ

ミ

リ

ー

・
コ

ン

サ

ー

ト1
月
2
2
日
土
午
後
６
時
3
0
分

開
演
　

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー
　
内
容
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ジ

ャ
ズ

ー
ラ
テ
ン

ー
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
ど
　

費
用
無
料

鬩
中
島
容
8
5－
7
9
6
8

番

障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー
ト

２
月
５
日
土
午
後
２
時
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

出
演
高
橋
寛
ち
ゃ
ん
（
み

ゅ
う

じ
館
）
　
費
用
五
百
円
（
障
害

児
・
者
は
無
料
）

茴
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ

ー
ク
ル
・
金
田
昔
4
5－
9
3
8

0
番

ふ

れ

あ

い
コ

ン

サ

ー

ト

２
月
1
3日
収
午
後
３

時
開
演

会
揚
森
の
ホ

ー
ル
2
1
　
内
容
オ

ー
ボ
エ
ソ

ロ
（
虎
谷
迦
悦
）
、
ピ

ア
ノ

デ
ュ
オ
ほ
か
　
費
用

無
料

鬩
松
戸
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
・

石
塚
容
4
4－
4
0
8
5

番

ニ

ュ

ー

イ

ヤ

ー

・

ジ
ャ

ズ

コ

ン

サ

ー
ト
9
4

1
月
3
0日
照
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

演
奏
松
戸
サ

ウ
ン
ド

ー
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
松

戸
ス
ウ
ィ
ン
グ

ー
セ

ピ
ア
　

曲

目
カ
ウ
ン
ト
ベ
ー
シ
ー
・
グ
レ

ン
ミ
ラ
ー
・
ポ
ー
ル
モ

ー
リ
ア

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
　
定
員
先
着

三
百
人
　
費
用
無
料

問
松
戸
市
音
楽
協
会
・
高
橋
昔

6
8－

Ｑ乙
７
１
４

番

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル
　

ニ

ュ

ー

イ

ヤ

ー
コ

ン

サ

ー

ト

１
月
2
3日
㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
曲
目
ア
メ
リ

カ
ン
サ
リ
ュ

ー
ト
、ワ
ン
オ
ク
ロ

ッ
ク
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
　
費
用
無
料

閲
渋
谷
登
0
4
7
1
1
9
1
－
1

1
5
2

番

野

鳥

観

察

会

１
月
2
3日

収
午
前
８

時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ

キ
上
に
集
合
、
午

後
Ｏ
時
3
0分
現
地
解
散
　

観
察

場
所
船
橋
海
浜
公
園
　

持
ち
物

観
察
用
具
、
長
靴
、
弁
当
な
ど

固
柎
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の

緑
化

基
金
登
4
5－
9
8
4
6

番

松

戸

民

演

連

盟

発

表

会

２
月
６
日
面
午
前
1
0聘
～
午

後
６
聘
　

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
舞
踊
・
民
謡
・

歌
謡
の
競
演
　
費
用
無
料

茴
成
嶋
a
4
1－
3
5
7
2

番

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

行　事　名 日　時 講　師 対　象 内　　　容

みどり の教室

｢谷津の里ー一人と生

物 が支え てき たもの｣

２／５圉

午後１時30分

～３時30分

農業環境技術研

究所　植生動態

研究室長

守山　弘氏

高校生以上

先着40人

谷津田 の成り 立ちや人と のか

かわり によって支えら れてき

た自 然や生き物のお話

みどり の講習会

｢フラワ ーフフレ ンジメ

ント｣

2/13(1日)

午後１時

～３時

フラワーデザイ

ナー

丸尾三恵子氏

どなたでも

先着24人

切り 花や 木の実、枝によるフ

ラワ ーフフレンジ メント の指 導

自然観察会

｢冬鳥ウオツチンブ｣

2 /20(日)

午前９時30分

～正午

山階鳥類研究所

研究員

百瀬邦和氏

どなたでも

先着30人

水鳥を中心とし た野外観察の

後 、鳥に まつ わる お話を聞く

こども手づくり 教室

｢ミ ニチュ アベンチを

作ろう｣

2 /27(i日)

午後１時

～３時

フラワーデザイ

ナー

山中琴江氏

小学校３年生

以上

先着24人

小枝を組 み合わせて、飾り 棚

にもなるベン チの置き 物をつ

くり ます

費 用…みどり の講習 会は材 料費1,000 円。こど も手づくり 教室は材料費400 円。ほかは無料。

Ⅲ 電話でパークセンタ ー萱45－890｛｝番（月曜日 は休 館）へ

松

戸

東

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例
会

２
月
５
日

倒
午
後
３

時
開
演

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
劇

団
え
る
む
公

演
「
車
の
い
ろ
は

空
の
い
ろ
」
　

費
用
三
千
円

圀
松
戸
柬
子
ど
も
劇
場（
3
8
4－

0
5
0
4

番

松

戸

中

央

子

ど

も

劇

場

記

念

例

会

２
月
2
7日
㈲
午
後
３

時
3
0分

開
演
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

内
容
東
京
シ
テ
ィ
バ
レ
エ
団
公

演
「
く
る
み
割
り
人
形
」
　

費

用
三
千
三
百
円

閲
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
登
8
6

－
9
1
5
4

番

文

化

財

防

火

デ

ー

ー
月
2
6日
團
午
前
1
0聘
か
ら

会
場
戸
定
か
丘
歴
史
公
園
　
内

容
文
化
財
の
防
火
訓
練

周一
社
会
教
育
課
文
化
財
係
登
6
6

－
7
4
6
2

番

無

料

法

律

相

談

（
法

律

扶

助

協

会

主

催

）

１

月
％
］日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
3
0分
　

会
場
千
葉
県
弁

護
土
会
松
戸
会
館
（
松
戸
一
三

三
六
）

惠

電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松

戸
会
館
登
6
6－
6
6
1
1

番
へ

松

戸

市

生

涯

学

習

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

２

月
３
日
團
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
森
の
ホ

ー

ル
2
1
　費
用
無
料
　
テ
ー
マ
「
響

き
あ
う
心
の
躍
動
を
求
め
て
」

内
容
オ
ー
ヶ
ス
ト
ラ
演
奏
、
太

鼓
演
技
、
合
唱
、
ギ
タ
ー
と
大

正
琴
の
演
奏
、
社
交
ダ
ン
ス
の

発
表
な
ど
　

主
催
市
生
涯
学
習

推
進
会
議
、
市
教
育
委
員
会

醪
一
市
教
育
研

究
所
昔
6
6－
7
4

6
1
番

移
動
園
芸
相

談

期日 時間 会 場

２／２伽

午
モ

時

松飛台市民センタ
ー

３困 二十世紀が丘市民
センター

９團 馬橋市民センター

10困 東部市民センター

内
容
室
内
園
芸
の

講
習
と
園

芸
に
関
す
る
相
談
　
相
談
員
元

千
葉
大
園
芸
学
部
文

部
教
官
・

渡
辺
重
吉
郎
氏
　
定
員
各
回
先

着
三
十
人
　

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

問
パ
ー
ク
セ
ン

タ
１
昔
4
5－
8

9
0
0

番

ス

ポ
ー
ツ

雪

に

親

し

む

会
（

ス

キ

ー
）

２
月
2
6日
出
午
後
８

時
松
戸

伊
勢
丹
前
集
合
、
2
7日
㈲
午
後

８
時
帰
着
　
行
き
先
羽
鳥
湖
ス

キ
ー
場
　
費
用
一
万
七
千
円（
バ

ス
・
朝
食
・
ス
キ
ー
傷
害
保
険

代
含
む
）
　
定
員
先
着
三
十
八

’

人
（
子

供
の
一
人
参
加
は
小
学

四
年
生
以
占

固
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

登
6
2－
1
8
0
0

番

家

庭

婦

人

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

大

会２
月
2
7日
㈲
、
３
月
６
日

㈲

午
前
８
時
3
0分
か
ら
　

会
場
運

動
公
園
体
育
館
　
対

象
市
内
在

住
の
女
性
矛
－
ム
　

費
用
一
チ

ー
ム
二
千
円
　
代
表
者
会
議
２

月
1
9日
出
午
後
２
時
か
ら
運
動

松

戸

手

を
つ

な

ぐ

親

の
会
・

福

祉

バ

ザ

ー

ー
月
3
0日

㈲
午
前
1
0時
～

午

後
１
時
3
0分
　
会
場
市
民
会
館

※
バ
ザ
ー
へ
の
出
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
日
用
雑
貨
・
衣

料
（
新
品
に
準
じ
る

も
の
）・

手
芸
作
品
・
食
料
品
・
書
籍
・

文
具
類
な
ど
。

削
１
月
2
7日
團
ま
で
に

、
上
本

郷
四
－

四
五
四
〇
福
祉
作
業
所

ひ
ま
わ
り
内
同
バ
ザ
ー
実
行
委

員
会
（
昔
6
7－
9
5
8
4

番
・

午
前
1
0時
～
午
後
３

時
）
へ

受

付
日

時
２

月
４

日

廊
午

前

９

時
～

午

後
３

時
、

５

日
出

午

前
９

時

工

１１‥一
時
　

抽

選

・
販

売

日

時

２

月
５

日

出

午

前
1
1
時

か

ら
　

会

場

生

き

が
い

福

祉
セ

ン

タ

犬

金

ヶ

作
二

七

七
－

四

、
五

香
駅

東

口

か
ら

バ
ス

便

有
り

）

公
園
武
道
館
会
議
室
で

隰
２

月
５
日
出
ま
で
に
、
（

ガ

キ
で

〒
2
7
0
松
戸
市
千
耿
堀
一
六

七
七
－

二
北
見
敦
子
（
音
4
3－

9
0
6
6

番
）
へ

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

２

月

―
日

㈹

午

前
９

時

か
ら

会
場

運

動

公

園

体

育
館
　

対

象

市
内

在
住

在

勤
の

女

性
　

内

容

ラ

ン

ク

別

抽
選

団
体

戦
　

費
用

一
人

六

百

円

圃
１

月
2
5
日

㈹

午
前
1
0
時
か

ら

運
動

公

園

会

議
室

で

行

わ

れ
る

組
み

合

わ
せ

会
議

で

醴
松
戸

市

家
庭
婦
人

卓

球
協

会
・

山
口

昔
8
6
1
2
6
7
0

番

市

野

球

協

会

・

平

成

６

年

度

参

加

申

し

込

み

を

受

け

付

け

ま

す

２
月
６
日
㈲
午
前
９

時
～
午

後
３
時
　

会
場
運
動
公
園

武
道

館
会
議
室
　
費
用
年
会
費
三
万

円
（
申
し
込
み
時
に

納
入
）
　
参

加
資
格
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
＝
市
内

に
居
宙
す
る
人
で

構
成

、
会
社

官
公
庁
＝
市
内
同
一
事
業
所
に

勤
務
す
る
人
で
構
成

閲
高
野
昔
4
1－
9
6
4
3

番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

新

春

マ

ラ

ソ

ン

大

会

２

月
1
3日
収
午
前
８

時
か
ら

受
け
付
け
、
９
時
3
0分
ス
タ

ー

ト
〔
雨
天
の
場
合
は
2
0日
収
に

延
期
〕
　
会
場
新
松
戸
南
小
学

校
　

種
目
①
小
学
校
一
上

二
年

生
男
女
（
親
子
同
伴
競
走
、
各

一
冫
）
②
小
学
校
四
上
（

年
生

の
男
女
（
各
三
飃

③
中
学
生

男
女
（
各
五

諺
）
　
費
用
無
料

圃
当
日

会
場
で

醴
青
少
年
相
談
員
・
野
村
音
4
4

－
7
5
0
3

番

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ダ

ブ

ル

ス

冬

季

大

会

２

月
６

日

収

午

前
９

時

～

午

後

了

時
　

会

揚

運
動

公

園

体

育

館
　

対

象
市

内

在
住

・
在

勤

・

在

学
の

人
　

内

容

一
部

～

四

部

費

用
登

録

者

一
人

千

二

百

円

、

未

登

録
者

一

人

千
五

百

円

醯
イ
上
月
2
8
日
窗

ま
で
（
必

着
）
に
、

（

ガ
キ

に

ク
ラ

ブ
名

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市
中

和

倉

三
〇

四
－

ハ

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

協

会

・

長
谷

川
（
登
4
1－
7
9
2
5

番
）

へ

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番
平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

‥容68-3756 番◆夜間急病診療所

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

○

譲

り

ま

す

〔

家
具

〕

◆

折
り

畳

み

ベ
ッ

ド

無

料
◆

シ
ン

グ
ル
ソ

フ

ァ

ー

ベ
ッ

ド

三

千
円

◆

二

段

ベ

ッ

ド
無

料

二

点
◆

ア

イ

ロ
ン

台
千

円

◆

三
面

鏡
無

料
◆

シ

ン

グ
ル

ベ

ッ

ド

ー
万

円

二

点

〔
電

気

製

品

〕
◆

食

器

乾
燥

機
四

千

円
◆

ス

チ

ー
ム
ア

イ

ロ
ン

無

料
◆

自
動

パ
ン

焼

き

器
一

万

円
◆

車
載

Ｃ
Ｄ

プ
レ

ー
ヤ

ー
ハ

千

円

◆

掃

除

機
三

千
円

◆

足

踏
み

ミ

シ
ン

無
料

◆
空

気

清

浄
器

五

千
円

◆

ガ

ス

ス

ト

ー
ブ
ハ

千

円
◆

テ

レ

ビ

（
1
6
型

）

二
千

円

◆
パ

ソ

コ

ン

（
本

体

）
　一

万

円

・
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
一
万
円
・
ハ
ー

ド

デ
ィ

ス

ク

一
万

円

・

プ
リ

ン

タ

ー
一
万

円

・

メ
モ

リ

ー

ボ

ー
ド

ー
万

円

二

点

〔

子
供

用

品

〕
◆

Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ

土

二
点
（
無

料
・
二

千
五

百

円
・
一
万

円

）◆

ベ
ビ

ー

ベ

ッ
ド
ニ

占
一（
無

料
盍

千
円

）◆

チ

ャ
イ
ル

ド
カ

ー

シ

ー
ト

千

五

百

円
◆

チ

ャ
イ
ル

ド
ラ

ッ

ク

千

五

百
円

◆

ベ

ビ

ー
バ

ス

無
料

◆

籐

製
ゆ

り
か

ご
無

料

◆

歩

行

器
二

千

円
◆

ほ

ろ

付

き
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
二
千
五

百

円

連
絡
先
）
を
記
入
し
て
〒
2
7
1

松
戸
市
小
根
本
七
－

八
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸

市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に

抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

〔
ス

ポ

ー
ツ

用
品

・

楽

器

〕

◆

電
子

オ
ル

ガ
ン

無

料
◆

４

Ｗ

Ｄ

用

チ

ェ

ー

ン

（
2
6
5／

7
0／
1
5
）
五

千

円

〔
日

用

雑

貨

〕
◆

ひ

な
人

形

無
料

三

点

・
三

千

円

◆

キ
ュ

ー
ピ

ー
人
形

無
料

◆

婦
人

靴

三

点

各

三

千
円

◆

和

風

・

洋

風

お

盆

各

千

円

◆

英

語

教

材

（
社

会
人

向

）

無

料
◆

現

像

機

セ

ッ
ト

無

料

◆
か

ぶ

と

無
料

剔

１

月
2
5
日

㈹

〔
当
日

消

印

有
効

〕

ま
で

に

、
（

ガ
キ

に

希
望

品

名

（
品

物

一
点

に

つ

き

一

人

一
枚

）・
価

格
・
住

所
・

氏

名

・

電
話

番

号

（
昼

間

の

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

、

１
月
2
4日

㈲
ま
で
に
、
電
話

で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
月
2
0日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、

衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転
車

な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

茴
消
費
生
活
セ
ン

タ
1
8
6
6

－
7
3
2
9

番

市
立
博
物
館
の
催
し
物

東

葛

地

区

新

出

土

品

展

２

月
１

日

㈹

～
３

月
1
7
日

困

会

場

市

立
博

物

館
　

内

容

松
戸

市

小
野

遺

跡
（
平

安
時

代
）
、
野

田

市
上

三

ヶ

尾

宮

前
遺

跡

（
古

墳

時
代

）
、
流

山

市
三

輪

野
山

道

六

神

前
遺

跡
（
縄
文

時

代
）
、
我

孫
子

市
小

暮
遺

跡
（
古

墳

時
代
）
、

沼

南
町

幸

田

原
遺

跡

（

弥
生

時

代
）
、
鎌

ヶ
谷

市
中

沢

貝
塚
（
縄

文

時
代

）

の

出
土

品
　

観
覧

料

一
般

百

円
（
八
十

円

）
、
高
大

生

五
十

円
（
三

十
円

）
、
小

中
学

生

三

十

円
（
二

十
円

）
〔
（
　

）
内

は

団
体

料

合

東

葛

地

区

遺

跡

発

表

会

２
月
1
9日
出
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市
立
博
物
館

定
員

当
日
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

市

立

博

物

館

館

内

公

開

収
蔵
庫
な
ど
博
物
館
の
裏
側

の
見
学
会

２
月
1
2日
出

、
午
前
1
0時
3
0

分
と

午
後
１

時
か
ら
各
一
時
間

定
員

各
回
先
着
十
五
人
（
団
体

は
三
人
ま
で

）
　
費
用
無
料

圃
霍
話
で

、
市

立
博
物
館
へ

博
物
館
講
座
「
古
文
書
を

読

む

（

中

世

編

）
」

２
月
1
9日
～
３
月
2
6日
の
毎

週

土

曜
日
、

午
前
1
0
時
3
0分

～
正
午
（
全
六
回
）
　
会
場
市

立
博
物
館
　
定
員
三
十
人
（
抽

選
）
　

講
師
博
物
館
学
芸
員

匣
２

月
７
日
囲
ま
で
に
、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
〒
2
7
0
松
戸
市
千

駄
堀
六
七
一
市
立
博
物
館
へ

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

8
4
-
8
1
8
1
番

台
数
・
価
格
四
十
台

二

台
七

千
円
～
一
万
一
千
円

汰
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

茴
齟
松
戸
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン

タ
１
登
8
4－
3
1
9
1

番

再
生
自
転
車
を
販
売
し
ま
す



常盤平団地で

ホームヘルプセンターがスタート

地
域
の
中
で

助
け
合
お
う

「開所の集い」で紹介さ れる 協力会員の皆さん

'94年ミス日本に

ミ ス日本コンテスト での松田さ ん（写真中央）

1994年度のミス日本に、松田直子さんが選ばれま

した。松田さんは、通産省で政府開発援助（ＯＤＡ）を担当して

いる公務員。絵をかくのが好きで、審査の特技発表では、審査

員の似顔絵を描いて器用な一面も披露したそうです。

ミス日本としての主な仕事は、多くのイベントに参加するこ

とで、これからが本番。仕事とミスとしての活動を両立する今

年は、松田さんにとって忙しい年になりそうです。

行ってみました

六高台　高橋　陽子さん

温
水
プ
ー
ル
を
よ

く
利
用
し
て
い
ま
す
。
水

泳
が
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
一
年
中
泳
げ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。

ご
み
焼
却
の
余
熱
を
有
効
に
利
用
し
て
い

る

の
で
す
ね
。

連絡調整に当たる 事業部の皆さ ん

あなた の撮った写真(街 の話

題･身 近な 出来事など)を お寄せ

ください 。採用の方には 記念

品を 差し 上げ ま す。

広報課

ミス日本に選ばれて光栄です。反響が大き

くてぴつくりしているのと同時に、責任の大

きさを痛感しています。

ミスの仕事を通して多くの人と出会い、自

分を成長させるきつかけになれぱと思います。

常盤 平団 地で 、住 民 の手 による 思

いやりホームヘルプサービスが、12

月 ７日 にスタ ート し まし た。 こ れは

常 盤平 団地 地 区福 祉ネット ワ ーク 推

進 委員 会が 、日 常 生活 の中で ほん の

少し 手 を差 し のべ 合う こ とで 地 域の

中 で共 存で きる なら ばと 、 事業 の一

つ とし て始 め たも ので す。

ひとり 暮ら し の お年 寄り な どで 家

事 や外 出の 手助 けな ど のサ ービ ス を

受 けた い人 が「 利 用会員 」 に、サ ー

ビ スを 提供 でき る人 が「 協力 会員 」

に なり 、必 要 に応じ て 協力 会員 が利

用 会員 のも と に派 遣さ れると いう シ

ス テム です 。

料金 とし て､ 利 用会 員は １時 間500

円 を 支払い､ 協力 会員 がう ち400 円を

受 け 取り 、残り は 運営 費に 充てら れ

ます。

連 絡 ・調整 に当 たる のは 、福 祉ネ

ット ワ ーク 推 進委 員会 在宅 福祉 サー

ビ ス事 業部 の 人 たちで 、毎 週火 ・金

曜日 の 午前10 時～正 午 、連 絡セン タ

ー （常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 内 昔8Z －

1561 番 ）に 詰 めてい ま す。

事 業部 の人 たち は「 まだ 試行 錯誤

の状態 で すが 、助け 合い の ㈲で長く

続 けて いき たい 」と 話し てい まし た。

※利用 会員 、 協力 会員 のほ か、 運営

資 金を 援助 する 「協 賛会 員 」も 募

っ てい ま す。

クリーンセンターでは、ごみを焼却する際の余

熱を利用した温水プールをはじめとして、60歳以上

の人がクラブ活動や集会などに利用でき、お年寄

りの社交の場となっている、いこいホーム（老人

福祉センタニ）や、３面のテニスコート、体育館

など余暇を楽しむ施設が豊富にあります。

クリーンセンター余熱 施 設

●利 用 時 間　 プ ー ル ・テ ニ ス コー ト… 午前 ９時 か ら 午

後 ５時 、 い こ い ホ ー ム… 午 前 ９時 か ら 午 後 ４時30 分、

体 育館 …午 前 ９時 か ら午 後 ９時

●休 館 日　 月曜 日、 年 末 年始

● 交　　 通　 五香 駅 西 口 か ら 京成 バ ス （ク リー ン セ ン

タ ー経 由 鎌 ヶ 谷市 役 所 行 き･ 平 塚行 き）「ク リー ン セ ン

タ ー 入 口」 下 車徒 歩 ５分

●問い合わせ　 ク リ ーン セ ン タ ーa85 －7100 番

※いこいの ホームの浴室は、 ２月20日〔日〕から３月７日（月）ま

で、温水プ ール は２月20日㈲ から ３月10日困 まで グリー

ンセン ターの 定期点 検のため休み ます。

施設
案内

松田　直子さん (胡録台在住)

カモメの仲間はふつう海岸にいますが、セ

グロカモメはユリカモメとともに川沿いに内

陸まで、えさを探しにやって来ます。

セグロといっても、実際には背中は灰青色

で、若鳥は全身が茶色っぽくなっています。

ユリカモメよりははるかに大きく、足ガピ

ンクなので、すぐに分がります。この鳥は、

カモメの中ではもっとも分布が広く、北半球

全域で見ることができます。

松戸

の
野 鳥 ，

白い頭と体･灰青色の背中･黒

白まだらの翼端・ピンクの足

全長　　　　　　　　　60cm

翼開長　　　　　　　　139cm

見られる場所　　　　江戸川

セグロカモメ
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